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幼小接続期における造形教育に関する一考察
─ 木の素材による造形ワークショップの実践を通して ─
Art Education : Connecting Kindergarten & Elementaly School Art








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳
計
（作品数）
①材料から ０ １ ３ ２ ６ ４ ４ ４ ３ 27 60％
②はじめから決めていた ０ ０ １ ２ ０ ０ １ ０ １ ５ 11％
②作りながら変化 ０ ０ １ ０ ２ ０ ０ １ ０ ４ ９％
④周囲の子どもからの影響 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ２ ４％
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細部の表現などで表現・技術面で少し難しいことに挑戦し克服していった子どももみられ
た。
　今回の、木の素材による造形は、２歳児から10歳児までの各年齢、発達段階に合った造
形活動を促し、どの年齢でも楽しく積極的に取り組むことができ、遊びながら感覚を働か
すことのできる、それぞれに達成感を得られるものであったといえる。
おわりに
　子どもの描画表現の変化と心身の発達との関連は多くの研究者によってなされているが、
立体造形に関する、子どもの発達と造形表現との関連は、これまであまり研究なされてこ
なかった。
　一般に立体造形等のつくる活動は、描く活動より遅れて育つものとされてきた。その理
由としては、材料の質、形態や量といった物質的条件の関係、また、用具の使用や手先の
機能とも結びついた活動としてみると、描く活動よりも抵抗が多いことが原因と考えられ
てきた。
　そこで、今回の実践研究では、造形活動の動機的要因として、子どもたちが興味・関心
を持ちやすく、いろいろな見立てを可能にする様々な形の木片を準備した。また用具・技
法に関しては、材料を接着していくという単純な操作に限定した。
　今回の実践研究では、こうした条件のもとで、子どもの立体造形表現の発達は、描画の
発達と、ほぼ同じ特徴が現れることが明らかとなった。また、幼児期から児童期の子ども
たちの活動の様子からは、遊びながら素材と関わり、見立てやイメージの形成とともに、
試行錯誤を繰り返し、造形的リテラシーを身に付けていく過程もみることができた。
　「造形遊び」の活動は、昭和52年の学習指導要領の改訂から小学校図画工作科の教科領
域として取り入れられているが、実際の小学校では、指導や評価の難しさから、授業での
扱いが十分なされていない状況がある。幼小間では、発達の違いに起因する教育課程や教
育活動の違いはあるものの、「造形遊び」の活動でいえば、子どもたちがさわってみたい、
遊んでみたいという欲求をもとにした活動は、子どもの自然発生的な意欲をかき立てて豊
かな感性を育むとともに、幼児期と児童期をつなぐ重要な表現活動であるといえる。
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